
日
本
の
ダ
ム
（
堤
高
15
ｍ
以
上
）
は
、
約

２
７
０
０
基
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

用
途
は
江
戸
期
ま
で
は
灌
漑
用
水
が
主
で
、

明
治
期
以
降
は
水
道
用
水
、
水
力
発
電
、

工
業
用
水
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
、
近
年
こ

れ
ら
の
用
途
に
治
水
目
的
を
含
め
た
多
目

的
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ダ
ム
建
設
を
め
ぐ
っ
て
、
必

ず
や
利
害
関
係
の
衝
突
が
起
こ
っ
て
く
る
。

そ
れ
は
造
ら
れ
る
側
と
造
る
側
と
の
確
執

や
葛
藤
で
あ
り
、
造
ら
れ
る
側
と
造
る
側

の
内
部
に
も
悶
着
が
起
こ
る
。
さ
ら
に
ダ

ム
建
設
地
点
の
行
政
側
の
苦
渋
も
尽
き
な

い
。
こ
の
よ
う
な
紛
争
が
大
き
け
れ
ば
大

き
い
ほ
ど
社
会
的
に
反
響
を
呼
ぶ
。
こ
こ

に
、
石
川
達
三
や
城
山
三
郎
、
三
島
由
紀

夫
な
ど
の
著
名
な
作
家
た
ち
が
、
ダ
ム
を

テ
ー
マ
と
し
て
過
酷
な
自
然
環
境
を
捉
え
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な
が
ら
、
ダ
ム
建
設
に
挑
む
人
た
ち
と
、

家
族
を
含
め
て
そ
の
人
間
像
を
描
き
出
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
が
ダ
ム
文
学
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

こ
の
ダ
ム
文
学
を
五
つ
の
テ
ー
マ
に
分

類
し
て
紹
介
し
よ
う
。

１
ダ
ム
水
没
者
の
苦
悩

多
摩
川
上
流
の
水
道
用
・
発
電
用
の
小お

河
内

ご
う
ち

ダ
ム
を
舞
台
と
し
た
石
川
達
三
の

『
日
陰
の
村
』（
新
潮
社
１
９
３
７
）
は
、
ダ

ム
問
題
の
原
点
を
浮
き
ぼ
り
と
す
る
最
初

の
本
格
的
な
作
品
で
あ
る
。
ダ
ム
に
水
没

す
る
側
の
小
河
内
村
長
、
村
民
ら
の
不
安

定
な
心
情
と
ダ
ム
を
造
る
側
の
東
京
市
水

道
局
長
ら
の
行
動
を
追
う
。
午
後
三
時
と

も
な
る
と
、
山
深
い
小
河
内
村
一
帯
は
日

陰
と
な
り
、
ダ
ム
に
よ
っ
て
過
疎
化
が
進

む
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
日
中
戦
争
の
時

代
背
景
が
影
を
落
と
す
。
一
方
、
大
都
市

東
京
は
ダ
ム
の
利
水
に
よ
っ
て
益
々
栄
え

て
い
く
こ
と
に
な
り
、
陽
の
あ
た
る
東
京

の
発
展
を
象
徴
し
て
い
る
。

小
河
内
ダ
ム
は
戦
前
に
着
工
し
た
が
戦

争
の
た
め
物
資
不
足
で
中
断
し
、
１
９
５

７
年
（
昭
和
32
）
に
完
成
し
た
。
堤
高
１
４

９
ｍ
、
堤
頂
長
３
５
３
ｍ
、
総
貯
水
容
量

１
億
８
９
１
０
万
㎥
、
型
式
は
重
力
式
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。

只
見
川
に
お
け
る
発
電
用
の
田た

子ご

倉く
ら

ダ

ム
を
舞
台
と
し
た
小
山
い
と
子
の
『
ダ
ム

サ
イ
ト
』（
光
書
房
１
９
５
９
）
は
、
先
祖

代
々
ゼ
ン
マ
イ
採
り
な
ど
で
暮
ら
す
山
村

が
ダ
ム
開
発
に
よ
っ
て
一
変
す
る
様
子
を

捉
え
て
い
る
。

城
山
三
郎
の
『
黄
金
峡
』（
中
央
公
論
社
１

９
６
０
）
は
、
同
様
に
田
子
倉
ダ
ム
の
補
償

問
題
を
描
い
て
い
る
。
水
没
者
喜
平
次
老

人
と
ダ
ム
所
長
蔵
元
と
の
交
渉
を
中
心
に
、

純
朴
な
村
民
た
ち
が
ダ
ム
建
設
絶
対
反
対

と
言
い
な
が
ら
も
、
逆
に
補
償
金
の
期
待

へ
の
奇
妙
な
交
錯
す
る
心
理
状
態
と
、
補

償
契
約
後
は
次
第
に
華
美
な
生
活
へ
と
変

化
し
て
い
く
、
そ
の
人
間
の
生
き
ざ
ま
を

描
く
。

城
山
三
郎
は
、
こ
の
書
の
あ
と
が
き
で

「
主
題
の
一
つ
は
金
銭
と
い
う
も
の
が
、
い

か
に
人
間
を
動
か
し
、
人
を
変
え
て
い
く

か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。（
逆
に
金
銭

に
動
じ
な
い
人
間
の
魅
力
も
あ
る
。）
…

だ
が
、
金
銭
に
よ
る
充
足
に
は
と
ど
め

が
な
い
。
そ
れ
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ
た

こ
と
、
欲
望
が
次
か
ら
次
へ
と
ふ
く
ら
み
、

足
元
を
す
く
う
」
と
述
べ
る
。

田
子
倉
ダ
ム
は
堤
高
１
４
５
ｍ
、
堤
頂

長
４
６
２
ｍ
、
総
貯
水
容
量
４
億
９
４
０

０
万
㎥
、
型
式
は
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ダ
ム
で
起
業
者
は
電
源
開
発
で
あ
る
。

２
ダ
ム
建
設
へ
の
対
峙

水
力
発
電
会
社
と
慣
行
流
木
権
を
有
す

る
木
材
会
社
と
の
争
い
が
、
庄
川
に
小
牧

ダ
ム
（
富
山
県
庄
川
町
）
の
建
設
過
程
で
お

こ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
庄
川
流
木
事
件
」

で
あ
る
。
山
田
和
の
『
瀑
流
』（
文
藝
春
秋
２

０
０
２
）
は
、
柳
瀬
征
一
郎
を
主
人
公
と
し

て
、
旅
館
の
女
将
大
沢
由
紀
江
と
の
清
く

激
し
い
恋
に
悩
み
な
が
ら
、
木
材
会
社
社

員
の
立
場
か
ら
電
力
会
社
と
木
材
会
社
と

の
８
年
間
の
抗
争
事
件
を
詳
細
に
追
っ
て

い
る
。
小
牧
ダ
ム
は
、
折
か
ら
の
経
済
不

況
、
関
東
大
地
震
、
流
木
事
件
に
遭
遇
し
、

ま
た
資
金
調
達
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

１
９
３
０
年
（
昭
和
５
）
に
完
成
し
た
。

古賀 邦雄
こが くにお
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1967年西南学院大学卒業
水資源開発公団（現・独立行政法人水資源機構）に入社

30年間にわたり水・河川・湖沼関係文献を収集
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の
は
そ
の
当
時
の
滋
賀
県
、
奈
良
県
の
全

電
力
需
要
を
ま
か
な
う
ほ
ど
大
き
な
も
の

だ
。」曽

野
綾
子
の
『
無
名
碑
』（
講
談
社
１
９
６

９
）
は
、
田
子
倉
ダ
ム
の
技
師
三
雲
竜
起

が
、
娘
を
亡
く
し
、
妻
の
狂
気
に
悩
み
、

過
酷
な
自
然
と
闘
い
な
が
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
建
設
に
立
ち
向
か
う
、
土
木
技
師
の

誠
実
な
孤
独
に
生
き
る
男
の
姿
を
描
い
た
。

さ
ら
に
、
曽
野
綾
子
は
『
湖
水
誕
生
上
・

下
』（
中
央
公
論
社
１
９
８
５
）
で
、
信
濃
川

水
系
高
瀬
川
、
長
野
県
大
町
市
大
字
平
地

先
に
お
け
る
高
瀬
ダ
ム
の
建
設
を
、
ダ
ム

技
師
た
ち
を
通
し
て
描
い
て
い
る
。
親
子

の
愛
情
、
老
夫
婦
の
い
た
わ
り
、
若
者
た

ち
の
恋
模
様
、
そ
し
て
ダ
ム
造
り
へ
の
愛

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
愛
が
交
錯
し
な
が
ら
ダ

ム
建
設
は
進
捗
し
て
い
く
。
や
が
て
湖
水

の
誕
生
を
迎
え
る
。
ダ
ム
造
り
は
技
術
者

た
ち
の
熱
意
と
能
力
だ
け
で
な
く
、
そ
の

家
族
た
ち
の
愛
の
力
も
含
ま
れ
る
。

高
瀬
ダ
ム
は
堤
高
１
７
６
ｍ
、
堤
頂
長

３
６
２
ｍ
、
総
貯
水
容
量
７
６
２
０
万
㎥
、

最
大
出
力
１
２
８
万
ｋ
Ｗ
で
起
業
者
は
東

京
電
力
で
あ
る
。

５
ダ
ム
技
術
者
と
女
性
と
の
愛

奥
只
見
ダ
ム
や
タ
イ
の
ダ
ム
現
場
を
背

景
と
し
た
芝
木
好
子
の
『
女
の
橋
』（
新
潮

社
１
９
７
３
）
は
、
芸
者
由
利
子
と
ダ
ム
電

気
技
師
篠
原
俊
夫
と
の
愛
の
逡
巡
を
描
く
。

由
利
子
は
篠
原
と
の
逢
瀬
を
楽
し
ん
で
い

た
が
、
落
雷
で
ダ
ム
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、

彼
は
ダ
ム
現
場
に
去
っ
て
い
く
。
半
年
後

由
利
子
は
結
婚
を
真
剣
に
考
え
た
と
き
に
、

彼
は
タ
イ
の
奥
地
の
ダ
ム
現
場
に
赴
任
す

る
。
だ
が
、
篠
原
が
ダ
ム
現
場
で
負
傷
し

た
連
絡
を
う
け
る
と
、
由
利
子
は
タ
イ
へ

飛
び
熱
心
に
看
護
、
意
識
が
戻
っ
た
時
、

由
利
子
は
芸
者
を
や
め
て
結
婚
を
決
意
す

る
。
よ
う
や
く
ダ
ム
が
二
人
の
仲
を
と
り

も
っ
た
。

井
上
靖
の
『
満
ち
て
く
る
潮
』（
新
潮
社

１
９
５
６
）
は
、
ダ
ム
設
計
技
師
の
青
年
、

紺
野
一
二
郎
と
瓜
生
苑
子
と
の
愛
と
そ
の

破
局
を
描
く
。
苑
子
は
天
竜
川
の
ダ
ム
現

場
に
て
紺
野
に
愛
を
告
白
す
る
が
、
紺
野

は
そ
の
愛
を
拒
否
す
る
。
ダ
ム
は
天
竜
川

の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
紺

野
は
苑
子
の
人
生
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
紺
野
と
別
れ
た
苑
子

は
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
自
殺
を
図
る
が
助
か

る
。
そ
の
病
床
に
夫
の
瓜
生
安
彦
の
心
配

そ
う
な
姿
が
あ
っ
た
。

三
島
由
紀
夫
の
『
沈
め
る
瀧
』（
中
央
公

論
社
１
９
５
５
）
は
、
頭
脳
明
晰
な
青
年
ダ

ム
技
師
城
所
昇
が
、
多
摩
川
の
辺
で
出
逢

っ
た
石
の
よ
う
に
冷
た
い
顕
子
に
魅
せ
ら

れ
て
い
く
。
城
所
は
そ
の
愛
を
確
か
め
る

た
め
に
雪
深
い
山
奥
の
ダ
ム
現
場
の
越
冬

隊
員
の
一
員
に
な
る
。
雪
が
融
け
、
顕
子

が
ダ
ム
現
場
ま
で
城
所
を
追
っ
て
く
る
が
、

や
が
て
そ
の
愛
は
破
局
を
迎
え
る
。
非
道

徳
的
な
愛
を
怜
悧
な
流
麗
な
文
章
で
綴
る
。

仮
面
的
な
作
家
と
言
わ
れ
る
が
、
三
島
由

紀
夫
の
ダ
ム
現
場
の
視
点
は
確
か
な
も
の

が
あ
る
。

以
上
、
発
電
用
を
目
的
と
し
た
ダ
ム
建

設
に
か
か
わ
る
小
説
を
い
く
つ
か
挙
げ
て

き
た
。
そ
の
ダ
ム
完
成
ま
で
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
間
性
が
交
錯
す
る
が
、
私
た
ち
の

戦
後
に
お
け
る
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
こ

の
よ
う
な
人
間
模
様
の
葛
藤
を
経
て
供
給

さ
れ
て
い
る
。

小
牧
ダ
ム
は
堤
高
79
・
２
ｍ
、
堤
頂
長

３
０
０
・
８
ｍ
、
総
貯
水
容
量
３
７
９

５
・
７
万
㎥
、
型
式
は
重
力
式
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ダ
ム
で
、
起
業
者
は
関
西
電
力
で
あ

る
。１

９
５
３
年
（
昭
和
28
）
６
月
筑
後
川
に

大
水
害
が
襲
っ
た
。
建
設
省
（
現
・
国
土
交

通
省
）
は
、
水
害
を
防
ぐ
た
め
筑
後
川
上

流
に
下
筌

し
も
う
け

ダ
ム
、
松
原
ダ
ム
を
施
工
し
た
。

こ
の
ダ
ム
の
水
没
者
の
一
人
室
原
知
幸
は
、

１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
か
ら
１
９
７
０
年

（
昭
和
45
）
の
13
年
間
、
ダ
ム
建
設
に
お
け

る
公
共
事
業
の
是
非
を
問
い
続
け
、
公
権

と
私
権
に
係
る
法
的
論
争
に
挑
み
、
国
家

に
真
っ
向
か
ら
対
峙
し
た
。
室
原
知
幸
を

主
人
公
と
し
た
松
下
竜
一
の
『
砦
に
拠
る
』

（
筑
摩
書
房
１
９
７
７
）
の
作
品
が
あ
る
。

『
砦
に
拠
る
』
で
は
、
室
原
は
下
筌
ダ
ム

地
点
に
「
蜂
の
巣
城
」
の
砦
を
築
き
、
土

地
収
用
法
に
基
づ
く
行
政
代
執
行
に
立
ち

向
か
い
、
公
務
執
行
妨
害
で
逮
捕
さ
れ
て

も
、
な
お
、
数
々
の
法
的
論
争
を
続
け
る
。

室
原
は
和
解
工
作
を
図
る
熊
本
県
知
事
や

橋
本
登
美
三
郎
建
設
大
臣
と
も
会
う
こ
と

を
拒
否
す
る
。

こ
の
小
説
は
室
原
と
ダ
ム
所
長
野
島
虎

治
と
の
確
執
を
軸
に
す
え
、
室
原
の
人
間

性
を
丹
念
に
追
求
し
、
あ
る
時
は
夫
婦
愛
、

親
子
の
愛
が
伝
わ
っ
て
、
読
み
な
が
ら
涙

を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。
１
９
７
１
年
（
昭
和

46
）
６
月
、
室
原
の
死
に
よ
っ
て
遺
族
と

の
間
に
和
解
が
成
立
し
、
補
償
契
約
が
な

さ
れ
た
。
現
在
ダ
ム
サ
イ
ト
右
岸
側
に
室

原
の
理
念
と
す
る
「
公
共
事
業
は
法
に
叶

い
、
理
に
叶
い
、
情
に
叶
う
も
の
で
あ
れ
」

の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

下
筌
ダ
ム
は
、
堤
高
98
ｍ
、
堤
頂
長
２

４
８
・
２
ｍ
、
総
貯
水
容
量
５
８
３
０
万

㎥
、
型
式
は
ア
ー
チ
ダ
ム
で
あ
る
。

３
ダ
ム
建
設
の
社
会
的
批
判

架
空
の
ダ
ム
を
設
定
し
た
、
大
江
賢
次

の
『
ダ
ム
食
虫
』（
東
邦
出
版
社
１
９
７
４
）

は
、
な
ま
ず
川
に
坊
主
ダ
ム
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
牧
歌
的
な
平
家
谷
村
に

突
如
と
し
て
、
代
議
士
、
県
会
議
員
、
外

国
の
商
社
マ
ン
が
現
わ
れ
、
地
元
住
民
を

含
め
ダ
ム
建
設
の
利
益
に
あ
ず
か
ろ
う
と

す
る
、
そ
の
攻
防
を
風
刺
的
に
描
い
て
い

る
。石

川
達
三
の
『
金
環
蝕
』（
新
潮
社
１
９
６

６
）
は
、
ダ
ム
建
設
工
事
の
発
注
を
巡
っ

て
、
政
界
、
官
界
、
財
界
に
お
け
る
カ
ネ

の
動
き
を
内
面
的
に
捉
え
て
い
る
。

４
ダ
ム
技
術
者
の
人
間
性

関
西
電
力
が
社
運
を
か
け
た
黒
部
川
第

四
発
電
所
（
黒
四
ダ
ム
）
の
建
設
に
関
わ
る

木
本
正
次
の
『
黒
部
の
太
陽
』（
講
談
社
１

９
６
７
）
は
、
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
）
の

着
工
準
備
か
ら
１
９
５
８
年
（
昭
和
33
）
の

大
町
ト
ン
ネ
ル
の
破
砕
帯
突
破
ま
で
を
描

く
。
破
砕
帯
突
破
の
工
事
は
湧
水
と
の
過

酷
な
闘
い
で
、
登
場
人
物
は
す
べ
て
実
名

で
書
か
れ
て
お
り
、
迫
力
が
あ
り
、
技
術

者
た
ち
の
人
間
性
が
素
直
に
に
じ
み
出
て

い
る
。
関
西
電
力
社
長
・
太
田
垣
士
郎
の

黒
四
ダ
ム
に
か
け
る
信
念
と
人
間
性
を
次

の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。「
電
気
は
要
る
、

生
活
の
為
に
も
、
産
業
の
為
に
も
、
電
気

が
空
気
や
水
の
よ
う
に
要
る
。
そ
れ
は
単

な
る
産
業
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

太
田
垣
は
そ
う
考
え
て
い
た
。
し
か
も
黒

四
の
発
電
力
25
万
８
０
０
０
ｋ
Ｗ
と
い
う
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